
う
つ
病
は
単
な
る
落
ち
込
み
と

は
違
い
、
れ
っ
き
と
し
た
疾
患
で

す
。
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
と
き
に
は

思
い
当
た
る
ス
ト
レ
ス
が
な
く
て

も
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
い
て
重
症
化
す
る
と
自

分
で
治
る
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
気
分
が
落
ち
込
み
、
意

欲
が
低
下
し
、
眠
れ
な
く
な
り
、

食
欲
も
な
く
な
り
ま
す
。
い
つ
も

な
ら
気
分
転
換
で
回
復
し
て
い
た

の
に
、
楽
し
い
は
ず
の
こ
と
が
楽

し
め
な
く
な
っ
て
来
た
ら
、
赤
信

号
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
院
の

精
神
科
は
う
つ
病
や
双そ
う
き
ょ
く
せ
い

極
性
障
害

等
の
感
情
障
害
の
治
療
を
得
意

と
し
て
い
ま
す
。
薬
物
も
な
る
べ

く
副
作
用
の
少
な
い
も
の
を
適
度

に
使
用
し
、
精
神
療
法
も
併
用

し
な
が
ら
丁
寧
に
治
療
い
た
し
ま

す
。
初
診
の
方
は
精
神
科
外
来

に
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
予
約

の
仕
方
等
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
も
し
か
し
て
…

と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
精
神
科 

黒
澤
顕
三
）

第
三
十
回

趣味のジャグリングで
集中力を高める黒澤部長

ス
タ
グ
ラ
ム

院

7 月 24日（木）　健康教室
足の疾患の診断と治療 整形外科

7月 25日（金）　
神楽坂まつり阿波踊り大会

7月 23日（水）ボランティア　
大山弘翔バイオリンコンサート

7月 23日（水）SMC夏祭り
病院のお仕事やってみよう

心の相談、のります
～うつ・不安・不眠～

紹介状 研修医による

（詳細な病歴聴取）血液検査・
画像診断等に
よる身体疾患

必要に
応じて

の除外

問診

～20分 ～40 分

生活歴聴取 専門医による
本診察

精神科初診外来の流れ

トータルで 60分程度

必要に

複数回の
再診を経て
診断に至る
場合も

診立て・
鑑別診断

精神療法導入
を検討

処方

応じて
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シン・化学療法室 シン・放射線治療科医

シン・化学療法室 シン・放射線治療室
放射線治療科 Youtube チャンネル
是非ご覧ください

かつて抗がん剤の治療は入院が基本でしたが、近年では抗がん剤の進歩や副作用に
対する支持療法の開発、治療環境の整備など、がん医療技術が発展したことにより、外
来や自宅でも抗がん剤治療を安全に行うことが可能となりました。
化
かがくりょうほうしつ

学療法室は外来で抗がん剤治療を行う専用の病床で、当院では 2008 年に開設し、
様々な疾患の患者さんに利用されています。本年６月には、これまでの本館２階から地下
２階に場所を移動し、より広く静かな環境でリラックスして治療を受ける事が出来る新し
い化学療法室がオープンしました。
「当院の特色」
ベッド2床とリクライニングチェア10台を有し12人の患者さんが同時に治療できます。
それぞれに無料のテレビを設置しているため、治療中も快適にお過ごしいただけます。

また個々の空間はカーテンで仕切られ、プライバシーが守られるよう配慮しています。
（外来化学療法室長　大坂　学）

新任の森島です！よろしくお願いします！放射線治療科は主にが
ん治療を行っております。がんの根

こんち

治治療はもちろん、骨転移など
に対する疼

とうつう

痛※１緩和目的でも治療します。
当院では、原則トモセラピーを用いて治療します。トモセラピー

※2 は強度変調放射線治療が得意で、周囲の臓器をできるだけ避け
ながらがんに放射線を当てることができます。ピンポイント照射（定
位放射線治療）も行っております。乳がん術後照射は16回（3週
間＋1日）で治療できます。トモセラピーによる心臓線量の低下※

3を行っています。前立腺がん根治照射※４は主に20 回で治療してい
ます。直腸の有害事象を減らすため、スペーサー※5 を積極的に入
れています。
初回の診察からすぐに治療ができるよう体制を整えています。

根治治療は 2日～1週間後に治療開始となることが多いです。緩
和照射であれば、当日または翌日には治療開始可能です。院内外
を問わず広く患者さんは受け入れておりますので、お気軽に問い合
わせいただけますと幸いです。
精度の高い高品質な放射線治療はもちろんのこと、スタッフ間

の連携にも力をいれております。安心と安全をモットーに、患者さ
んに寄り添った医療の提供を心がけております。今後ともよろしく
お願いいたします。　（放射線治療科　森島康介）

注釈
※１　疼痛…痛みのこと。
※２　トモセラピー…治療器の名称
※３　心臓線量の低下…心臓病のリスクを下げる
※４　根治照射…放射線治療によってがんを死滅させ完全な治癒（根治）を目指すこと。
※５　スペーサー…物と物の間に挟んで一定の空間や間隔を確保するためのもの。

◼ 外科
大腸がん、胃がん、膵臓がん、胆道がん、食道がん
乳がん、小腸がん など

◼ 消化器内科
大腸がん、胃がん、膵臓がん、潰瘍性大腸炎 など

◼ 呼吸器内科
肺がん、胸膜中皮腫 など

◼ 血液内科
悪性リンパ腫、骨髄異形成症候群、急性骨髄性白血病、
多発性骨髄腫 など

◼ 泌尿器科
膀胱がん、前立腺がん、腎臓がん、腎盂・尿管がん など

◼ 整形外科
関節リウマチ

◼ 脳神経外科
脳腫瘍

◼ 膠原病内科
関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、血管炎、
成人発症スティル病 など

◼ 眼科
ブドウ膜炎

◼ 皮膚科
乾癬

※ 炎症を抑える目的に使用される“生物学的製剤” など
がん以外の疾患に対する治療にも利用されています。

◎ 対象疾患
図1

「注意」
⚫ 外来化学療法は、がんの種類や進行度、患者さんの状態によって適応が異なります。
⚫ 外来化学療法を受ける際には、医師や看護師とよく相談し、理解を深めることが大切です。
⚫ 副作用を最小限に抑えるための対策や副作用が出た場合の対処法について、事前に確認と理解が
必要です。

◎ 外来化学療法のメリット/デメリット

図3

来
院
・受
付

採
血
・採
尿

（必
要
時
）

各
科
外
来

医
師
の
診
察

外
来
化
学
療
法
室
へ
移
動

治
療
（投
薬
・点
滴
・注
射
な
ど
）

会
計

◎ 外来化学療法当日の流れ

図4

（TomoTherapy®　Tomo- HDA
ACCURAY®

仕事も家庭も治療も

大
切
に
で
き
る

生
活
を

。

山
やました

下　英
ひでおみ

臣
森
もりしま

島　康
こうすけ

介

２０２４年度 利用者数：1,171件（延べ人数）

◎ 年間利用者数と診療科別割合

外科

47%

消化器内科

15%

呼吸器内科

15%

血液内科

8%

泌尿器科

7%

整形外科

4%

脳神経外科

1%

膠原病内科

1%

眼科

1% 皮膚科

1%

図2

大
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編
集
後
記

「
い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ
う
」

衣
服
は
体
温
調
節
や
病
気
の
予
防
、
食
事
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
補
給
と
健
康
の
維
持
、
住
ま
い
は
安
全
確
保

と
快
適
な
環
境
の
た
め
に
必
要
で
す
。
衣
・
食
・
住
こ

れ
ら
が
整
っ
て
初
め
て
、
人
は
人
間
ら
し
い
生
活
や
社

会
活
動
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
身
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
そ
し
て

社
会
的
に
も
、す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
」
が
“
健
康
”

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
1
）。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
最
も
基
盤
と
な
る
要
素
で
、
そ
の
上
で

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境
づ

く
り
、
良
好
な
人
間
関
係
の
構
築
、
安
定
し
た
収
入
の

確
保
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
を
確
保
す
る

事
が
健
康
を
支
え
る
環
境
要
因
と
し
て
大
切
に
な
り
ま

す
。そ

し
て
私
達
が
提
供
す
る
“
医
療
”
に
は
、
病
気
の

診
断
、
治
療
、
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

単
に
病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
健
康
を
維
持
・

回
復
・
増
進
す
る
活
動
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
る

と
“
健
康
”
を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
医
療
＝
医
」「
安

定
し
た
就
労
・
収
入
＝
職
」「
住
み
家
＝
住
」
こ
の
3

要
素
「
医
・
職
・
住
」
が
重
要
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
来
化
学
療
法
や
外
来
放
射
線
治
療
は
、
仕
事
を
続

け
な
が
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ
住
居
で
生
活
を
し
な
が
ら

治
療
が
出
来
る
「
医
・
職
・
住
」
を
手
助
け
す
る
手
段

の
一
つ
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

当
院
に
は
、
患
者
さ
ん
の
相
談
窓
口
「
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。「
医
・
職
・
住
」
に
つ
い

て
不
安
な
事
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
尋
ね
下
さ
い
。（
か
わ
ら
版
編
集
長
　
大
坂
学
）

（
※
1
）
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
に
よ
る
定
義

糖
尿
病
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
様
々
な
課
題
と

格
闘
し
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
う
いっ
た
患
者
さ
ん
や
、
そ

の
ご
家
族
、
あ
る
い
は
職
場
の
方
、

学
校
の
方
な
ど
患
者
さ
ん
を
支
え
る

方
々
へ
の
支
援
を
医
師
、
管
理
栄
養

士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
（
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
も
含
む
）
な
ど
が
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
中
で
看
護
師
は
、

・ 

慢
性
看
護
専
門
看
護
師

・ 

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

が
、
患
者
さ
ん
を
生
活
者
と
し
て
捉

え
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

例
と
し
て
、

● 

爪
切
り

● 

タ
コ
う
お
の
め
処
置
の
実
施

● 

ス
キ
ン
ケ
ア

● 

傷
の
管
理

● 

靴
の
履
き
方
、
歩
き
方
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
他
、
慢
性
疾
患

で
あ
る
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な
ど
の

心
臓
病
や
慢
性
腎
臓
病
を
抱
え
る
患

者
さ
ん
の
日
常
生
活
の
管
理
お
よ
び

治
療
上
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
も
、
病

棟-

外
来-

透
析
室
を
ま
た
い
で
多

職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
支
援
し

て
い
ま
す
。
何
か
ご
相
談
が
あ
れ
ば

お
気
軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

専
門
認
定
看
護
師
会
（
相あ

い
か
わ川
・

田た
ぶ
ち淵
・
山や

ま
ぐ
ち口
・
山や

ま
じ地
・
竹た

け
だ田
）

新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
仕
事
人
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

介
護
福
祉
士 

杉
島
さ
ん
に
聞
く

⑳

慢
性
看
護
・

糖
尿
病
看
護

 

専
門
・
認
定
看
護
師
の
活
動
紹
介 

②

シ
リ
ー
ズ

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
方
は
高
齢
者
施

設
に
勤
務
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
病
院
に
勤
務
さ

れ
る
方
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
5
C
病
棟
に
配
属
さ
れ
て
い
る
介
護
福
祉
士

の
杉
島
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
：
そ
も
そ
も
介
護
福
祉
士
と
は
ど
ん
な
資

格
な
の
で
す
か
？

A
：
介
護
の
専
門
職
と
し
て
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
々
の
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
、
日
常
生

活
を
支
援
す
る
国
家
資
格
で
す
。
具
体
的
に
は

食
事
や
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
身
体
介か

い
じ
ょ助
か
ら
掃

除
や
洗
濯
と
いっ
た
身
の
回
り
の
こ
と
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
が
自
宅
に
帰
る
た
め
に

必
要
な
歩
行
や
食
事
の
訓
練
を
日
常
生
活
の
中

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
住じ

ゅ
う
た
く宅
改か

い
し
ゅ
う修
や
福ふ

く
し祉
用よ

う
ぐ具

の
相
談
を
受
け
た
り
、
家
族
の
方
に
介
助
に
関
す

る
指
導
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Q
：
病
院
に
勤
務
す
る
介
護
福
祉
士
の
方
は

少
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
当
院
に
入

職
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？

A
：
以
前
は
老
人
保
健
施
設
（
以
下
、
老
健
）

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
在
宅
生
活
を
送
る
た
め
に

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
帰
る
と
い
う
施
設
で
支
援
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
老
健
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
宅

や
病
院
か
ら
入
所
さ
れ
ま
す
。
働
い
て
い
く
中
で

も
っ
と
多
く
の
方
と
実
際
に
関
わ
っ
て
、
知
識
で
は

な
く
経
験
と
し
て
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
当
院
は
療り

ょ
う
よ
う養
介か

い
じ
ょ
い
ん

助
員
で
は
な
く
、
介
護
福

祉
士
と
し
て
採
用
が
あ
っ
た
た
め
J
C
H
O
内

の
異
動
希
望
を
活
用
し
て
入
職
し
ま
し
た
。

Q
：
入
院
患
者
さ
ん
の
お
世
話
を

す
る
に
あ
た
っ
て
、
介
護
福
祉
士
の

強
み
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

A
：
身
体
的
介
助
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
体
に
負
担
を
か
け
ず

に
安
全
に
入
浴
や
ベッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ

の
乗
り
移
り
な
ど
が
行
え
ま
す
。
ほ
か

に
も
患
者
さ
ん
が
車
椅
子
や
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
購
入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
す
る
場

合
に
、
使
用
す
る
状
況
に
合
わ
せ
た
も

の
を
助
言
で
き
ま
す
。

Q
：
最
後
に
読
者
の
方
に
向
け
て
、

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

A
：
入
院
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ

と
不
安
な
こ
と
に
寄
り
添
い
、
心
の
支

え
と
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

ひとりで悩まずに
お気軽にどうぞ
ひとりで悩まずに
お気軽にどうぞ

がん相談支援センターは
患者サポートセンター

内にあります

がん相談支援センターは
患者サポートセンター

内にあります

『がん相談支援センター』は、
がん患者さまやご家族が安心して
過ごせるように、がんの治療や療養などに
ついてご相談に応じています。

れんげ草れんげ草
 れんげ草には
「心が和らぐ、苦しみを和らげる」
 という花言葉が あります。
「みなさまが自分らしく過ごせるように」
 というねがいを込めて、
 当院のがん医療・看護のモチーフとしています。

JCHO東京新宿メディカルセンター
がん相談支援センター

JCHO東京新宿メディカルセンター
がん相談支援センター

TEL：03-3269-8137（直通）

のご案内

がん相談
支援センター

あなたらしく
生活できることを目指して

あなたらしく
生活できることを目指して

防災
センター

入口

待合室

患 者
サポート
センター

ファミリーマート

診療費支払機（夜間用）

階段

エスカレーター

診療費支払機

救急総合
診療部

トイレ 医事課

面接室1・2

消化器内科 循環器内科 中央採血室

時間外受付
（警務室）

入院受付

支払窓口

文書受付

会計受付

再診受付

初診受付

電話

総合案内
再診
受付機医療情報ライブラリー

患者さま図書コーナー
初診申込コーナー

テレビカード精算機
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

受付時間：月～金曜日　9:00～16:00
〒162-8543 東京都新宿区津久戸町5-1
受付時間：月～金曜日　9:00～16:00
〒162-8543 東京都新宿区津久戸町5-1
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がん患者サロン～いきいきかぐらざか～

緩和ケア病棟のご相談・外来予約・見学

がん患者さま同士が体験を分かち合い、智慧と自分の
力を発揮して自分らしく過ごせることを目指してがん
患者さまとご家族の交流の場をもうけています。

緩和ケア病棟は、がんそのものの治療は行わない
方を対象に、痛みをはじめとする様々な症状を和
らげ、穏やかに過ごしていただけるよう支援する
病棟です。症状が緩和したら自宅療養を希望する
方への支援も行っています。

【開催】 不定期
院内掲示ポスターもしくは
病院HPをご確認ください

患者さま、ご家族のがんに関わるさまざまな心配ご
とや問題についてご相談をお受けしています。

【相談内容】

・治療の費用が高額にならないか心配
・自宅以外の療養場所はどんな所があるか知りたい
・介護保険はつかえるの？
・自宅療養するとき、どんなサービスがあるか
　知りたい
・がんやがん治療にともなう外見の変化が気になる
・治療と仕事を両立して続けたいが、
　どうしたらいいかわからない　など。

【担当】ソーシャルワーカー・看護師

がんと診断された患者さまやご家族の療養上の心
配ごとや不安に対して、患者さまの生活や生き方
を大切に、安心して治療や生活を送ることが出来
るように、お手伝いいたします。

【相談内容】

・ 病気や治療のことで気がかりなことがある
・ 気持ちが落ち込む、気持ちの整理ができない
・ 悪い知らせを聞いてどうしたらいいかわからない
・ 痛みなどのつらい症状がある
・ 家族内で意見が異なり
　 どうしたらいいのかわからない
・ 療養生活の工夫や対応が知りたい　など。　　
　　　
【担当】がん看護専門看護師・緩和ケア認定看護師

【お問い合わせ先・予約】

　各科外来でもご予約できます。

＊医療保険の適応になり、
　費用負担が発生する場合があります。

がん相談支援センターが
つなぐお手伝いをします

患者さま
ご家族

がん相談
がん看護
外来

がん患者
サロン

緩和ケア
病棟

がん看護外来（予約制）

がん相談

＊掲載者の許可を得ております。

JCHO東京新宿メディカルセンターかわら版はホームページでもご覧いただけます。 で検索
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